
も く じ

　

会
員
の
皆
様
に
は
、
日
ご
ろ

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お
い
て
会

の
運
営
や
活
動
に
ご
活
躍
を
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
対

し
て
敬
意
と
感
謝
を
申
し
あ
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
が
長
期
化

す
る
中
に
お
い
て
、
外
出
の
機

会
や
人
と
の
交
流
が
制
限
さ
れ

る
こ
と
で
、
高
齢
者
の
孤
立
が

急
増
し
こ
れ
が
健
康
に
も
大
き

く
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

心
身
と
も
に
フ
レ
イ
ル
（
虚

弱
）
状
態
と
な
り
、
認
知
症
リ

ス
ク
も
高
ま
る
と
言
わ
れ
、
ま

た
、
地
域
住
民
同
士
の
つ
な
が

り
が
希
薄
化
し
、
住
民
主
体
の

助
け
合
い
が
弱
体
化
す
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
友

愛
訪
問
、
集
い
の
場
づ
く
り
と

暮
ら
し
の
支
え
合
い
な
ど
の
地

域
を
豊
か
に
す
る
社
会
活
動
に

取
り
組
む
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
は

大
変
重
要
な
も
の
で
あ
り
、
期

待
も
高
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
老
人
ク
ラ

ブ
が
こ
れ
ま
で
長
年
に
わ
た
り

受
け
継
が
れ
て
き
た
「
集
い
・

参
加
・
交
流
」
を
主
と
し
た
活

動
を
再
開
す
る
た
め
に
、
コ
ロ

ナ
感
染
予
防
策
で
あ
る
「
３
密

（
密
閉
・
密
集
・
密
接
）」
を
避

け
た
新
し
い
生
活
様
式
を
遵
守

し
、
活
動
の
自
粛
や
中
止
を
少

し
で
も
解
消
し
よ
う
と
工
夫
を

凝
ら
し
努
力
し
て
い
る
ク
ラ
ブ

も
多
く
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
れ

ら
情
報
を
収
集
し
て
紹
介
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
高
齢
者
に
対
す
る

コ
ロ
ナ
予
防
ワ
ク
チ
ン
は
、
間

も
な
く
４
回
目
の
接
種
が
は
じ

ま
り
ま
す
が
、
新
た
な
変
異
株

の
発
生
に
よ
り
幼
児
を
含
む
若

い
人
た
ち
に
も
拡
大
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
身
に
つ

け
て
き
ま
し
た
感
染
対
策
を
徹

底
し
て
、
感
染
し
な
い
よ
う
心

掛
け
一
日
も
早
く
不
安
な
く
、

安
心
か
つ
安
全
に
活
動
が
継
続

で
き
、
活
動
を
と
も
に
す
る
会

員
の
皆
さ
ん
の
笑
顔
と
元
気
を

発
信
し
な
が
ら
創
立
60
周
年
を

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

会
長
あ
い
さ
つ

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形
（
一
般
社
団
法
人 

山
形
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

 

会
長
　
岸
部
　
滋

会
員
の
笑
顔
と
元
気
を
発
信

会
員
の
笑
顔
と
元
気
を
発
信
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

【事業の重点目標】

1. 組織の充実・強化に向け
た取り組みの推進

（1）老人クラブの意識や有用性への理解を深 
める取り組みの推進

（2）健康づくり活動や友愛活動など具体的な 
活動をとおした加入促進

（3）年代・性別バランスの取れた会員加入に 
向けた呼びかけと勧誘

（4）会員加入促進成功事例の発掘と情報提供

（5）ホームページを活用した広報と情報提供

（6）地域や関係団体と連携した活動の推進

2. 高齢者を地域で支える 
仕組みづくりに資する 
運動の展開

（1）健康活動

（2）友愛活動

（3）奉仕活動

3. 制度・施策、高齢者に関 
わる課題等の学習と実践

（1）老人クラブ組織強化・活動への理解促進 
と予算の確保

（2）社会保障制度の学習と提言・提案活動

4. 会員の安全対策と連帯意 
識の高揚

（1）「老人クラブ傷害保険（総合型・活動型）」 
「賠償責任保険」の普及拡大

（2）「老人クラブ会員章」の着用と普及拡大

令
和
４
年
度 

基
本
方
針
と
事
業
計
画

「
の
ば
そ
う
！

「
の
ば
そ
う
！  

健
康
寿
命
、

健
康
寿
命
、

  

担
お
う
！

担
お
う
！  

地
域
づ
く
り
を
」

地
域
づ
く
り
を
」

メイン
テーマ

【
基
本
方
針
】

　

老
人
ク
ラ
ブ
は
、
仲
間

づ
く
り
と
健
康
づ
く
り
・

介
護
予
防
を
基
本
に
、
環

境
美
化
、
世
代
交
流
な
ど

幅
広
い
社
会
貢
献
活
動
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
75
歳

以
上
の
人
口
の
増
加
が
予

測
さ
れ
る
な
か
地
域
に
お

け
る
高
齢
者
相
互
の
支
え

合
い
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
な
か
で
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

予
防
を
徹
底
し
、「
新
し
い

生
活
様
式
」
に
基
づ
く
ク

ラ
ブ
活
動
の
推
進
を
図
り
、

「
感
染
し
な
い
・
さ
せ
な
い

仲
間
づ
く
り
」
を
意
識
し

て
、
健
康
づ
く
り
の
実
践

を
呼
び
か
け
、
外
出
自
粛

や
と
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
、

仲
間
や
地
域
の
高
齢
者
と

の
心
の
つ
な
が
り
を
深
め

る
友
愛
活
動
な
ど
老
人
ク

ラ
ブ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

活
か
し
た
活
動
を
推
進
し

ま
す
。

【
取
り
組
み
の
重
点
事
項
】

１
．�
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

感
染
予
防
と
健
康
の

保
持
・
増
進

（
１
）�「
新
し
い
生
活
様
式
」

に
基
づ
く
ク
ラ
ブ

活
動
の
普
及

（
２
）�

自
宅
で
で
き
る
身

体
と
心
の
健
康
づ

く
り
の
呼
び
か
け

＞

身
体
の
健
康
づ
く
り

＜
　

�
体
操
や
栄
養
バ
ラ
ン
ス

の
取
れ
た
食
事
、
口
腔

な
ど
の
健
康
管
理

＞

心
の
健
康
づ
く
り

＜　

　

�

電
話
や
手
紙
を
活
用
し

た
仲
間
と
の
交
流
、
積

極
的
な
趣
味
活
動
等
で

の
気
分
転
換
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

令
和
４
年
度
収
支
予
算
概
要

事
務
局
支
援
に
新
た
な
補
助
金
を
確
保

事
務
局
支
援
に
新
た
な
補
助
金
を
確
保

　

令
和
４
年
度
の
一
般
会

計
予
算
総
額
は
１
８
２
１

万
円
で
、
前
年
当
初
予
算

よ
り
約
16
・
１
％
減
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
要
因
は
、
昨
年
会

費
負
担
積
算
区
分
（
会
員

割
・
ク
ラ
ブ
割
・
均
等
割
）

単
価
を
減
額
改
正
し
軽
減

を
図
っ
た
こ
と
と
、
こ
れ

ま
で
県
社
会
福
祉
協
議
会

か
ら
委
託
さ
れ
て
い
た
健

康
福
祉
祭
事
業
を
事
務
局

体
制
縮
小
に
よ
り
辞
退
や

コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
で
企
業

等
経
済
活
動
の
低
迷
に
伴

い
広
告
協
賛
に
よ
る
事
業

関
連
収
入
を
抑
制
し
た
こ

と
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

県
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
事
務
局
体
制
支
援
に

向
け
て
要
望
し
て
き
ま
し

た「
事
務
お
助
け
隊
事
業
」

が
認
め
ら
れ
、
新
た
に
３

０
０
万
円
の
交
付
決
定
が

実
現
い
た
し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
次
年
度
以

降
は
こ
れ
ま
で
運
用
し
て

き
ま
し
た
基
金
取
り
崩
し

に
よ
る
繰
入
金
は
減
少
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
主

財
源
の
会
費
を
は
じ
め
そ

の
他
事
業
関
連
収
入
や
行

政
補
助
金
支
援
な
ど
に
つ

い
て
も
組
織
が
安
定
し
持

続
可
能
な
運
営
基
盤
の
強

化
を
す
す
め
る
た
め
に
、

再
度
検
討
し
て
い
く
こ
と

が
提
案
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

令和４年度一般会計予算概要

1. 会費
（正会員・賛助会員）

23%

３. 共同募金配分金 ２%

４. 老ク会員章拠出金1%

5.
事業負担金1%

6.
事業関連収入

5%

7. 雑収入 2%
8.

基金繰入金
17%

2. 補助金・助成金
44%

1. 育成指導・
　活動支援事業3%

2. 組織拡充広報事業
9%

3. 生きがいと
　 健康づくり
　 事業　2%

4. 地域を豊かにする
社会活動事業4%

6.
活動推進員設置事業

47%

7.
法人運営管理費

11%

5.
その他の事業
22%

9. 繰越金 5%

8. 予備費 1%

1. 会費
（正会員・賛助会員）

23%

３. 共同募金配分金 ２%

４. 老ク会員章拠出金1%

5.
事業負担金1%

6.
事業関連収入

5%

7. 雑収入 2%
8.

基金繰入金
17%

2. 補助金・助成金
44%

1. 育成指導・
　活動支援事業3%

2. 組織拡充広報事業
9%

3. 生きがいと
　 健康づくり
　 事業　2%

4. 地域を豊かにする
社会活動事業4%

6.
活動推進員設置事業

47%

7.
法人運営管理費

11%

5.
その他の事業
22%

9. 繰越金 5%

8. 予備費 1%

収入の部

支出の部

【収入の部】
科　　目 予算額（円）

1． 会費（正会員・賛助会員） 4,242,100
2． 補助金・助成金 8,106,000
3． 共同募金配分金 300,000
4． 老ク会員章拠出金 100,000
5． 事業負担金 210,000
6． 事業関連収入 900,000 
7． 雑収入 340,000 
8． 基金繰入金 3,100,000 
9． 繰越金 920,000 

計 18,218,100 

【支出の部】
事業項目 予算額（円）

1． 育成指導・活動支援事業 550,000 
2． 組織拡充広報事業 1,650,000 
3． 生きがいと健康づくり事業 440,000 
4． 地域を豊かにする社会活動事業 695,000 
5．その他の事業 4,010,000 
6．活動推進員設置事業 8,620,000 
7．法人運営管理費 2,020,000 
8．予備費 233,100 

計 18,218,100 
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地
域
の
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い
る
老
人
ク

ラ
ブ
は
、
会
員
の
高
齢
化

や
新
規
加
入
者
の
減
少
に

よ
り
休
会
や
解
散
す
る
ク

ラ
ブ
が
増
え
て
い
る
状
況

に
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
要
因
と
し
て
、
単

位
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
会
計

処
理
や
補
助
金
申
請
・
事

業
報
告
、
市
町
村
老
連
事

業
の
参
加
申
し
込
み
手
続

き
な
ど
書
類
の
作
成
や
提

出
物
が
多
く
複
雑
化
し
て

い
る
た
め
、
事
務
手
続
き

の
煩
わ
し
さ
か
ら
単
位
ク

ラ
ブ
会
長
の『
独
り
事
務
』

や
『
ク
ラ
ブ
運
営
の
後
継

者
育
成
』
が
滞
る
な
ど
ク

ラ
ブ
の
維
持
継
続
が
難
し

く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
県
老
連
で
は
、

新
規
事
業
と
し
て
老
人
ク

ラ
ブ
が
抱
え
る
事
務
手
続

き
に
関
す
る
悩
み
や
課
題

等
を
調
査
し
、
事
務
の
負

担
軽
減
や
効
率
化
を
図
る

た
め
「
事
務
お
助
け
隊
」

の
専
任
職
員
に
よ
る
助
言

や
指
導
を
行
う
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
老
人
ク
ラ

ブ
の
事
務
手
続
き
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
や
、

各
市
町
村
の
補
助
金
交
付

に
伴
う
申
請
・
報
告
書
の

様
式
等
調
査
、
ま
た
市
町

村
老
連
会
長
・
女
性
代
表
・

事
務
担
当
者
の
合
同
会
議

研
修
会
で
の
指
導
、ま
た
、

県
内
２
カ
所
の
市
町
村
老

連
を
モ
デ
ル
指
定
し
、
老

人
ク
ラ
ブ
事
務
手
続
き
相

談
室
な
ど
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

◆
専
任
職
員
ご
あ
い
さ
つ

「
事
務
お
助
け
隊
」

　

 

髙
橋
ひ
で
よ
さ
ん

　

５
月
16
日
よ
り
、
老
人

ク
ラ
ブ
事
務
お
助
け
隊
事

業
の
担
当
を
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
事
務
や
経

理
の
経
験
を
生
か
し
て
、

老
人
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ま

が
日
頃
行
っ
て
い
る
会
計

処
理
や
事
務
手
続
き
な
ど

で
お
役
に
立
ち
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
意
見
ご
要
望
を
お
聴

か
せ
く
だ
さ
い
。
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

新
規
事
業
『
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
お
助
け
隊
事
業
』
の
ご
紹
介

事
務
手
続
き
の
負
担
を

�

軽
減
し
ま
す
！

うがい・手洗い・
ソーシャル

ディスタンスを
心がけましょう！
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老
人
ク
ラ

ブ
の
発
展
向

上
と
高
齢
者

保
健
福
祉
の

増
進
に
寄
与

す
る
こ
と
を

目
的
に
昭
和

37
年
に
創
立

さ
れ
た
全
国

老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
は
今

年
創
立
60
周

年
を
迎
え
ま

す
。

　

全
国
持
ち

回
り
で
開
催

さ
れ
る
「
全
国
老
人
ク
ラ

ブ
大
会
」
は
、
一
昨
年
に

山
形
県
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
の

影
響
に
よ
り
や
む
な
く
中

止
と
な
り
、
昨
年
度
は
香

川
県
で
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

10
年
ご
と
の
節
目
の
大

会
は
東
京
都
内
で
開
催
さ

れ
、
今
年
は
両
国
に
あ
る

「
国
技
館
」
で
行
わ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
、
全
老
連
会

長
表
彰
授
与
の
他
に
、
５

年
に
１
度
行
わ
れ
る
厚
生

労
働
大
臣
表
彰
授
与
と
記

念
講
演
が
予
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

第
56
回
山
形
県
老
人
福

祉
大
会
が
９
月
７
日
（
水
）

新
庄
市
民
文
化
会
館
を
会

場
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

一
昨
年
は
、
山
形
県
で

全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
を

開
催
す
る
計
画
で
あ
っ
た

た
め
本
大
会
を
お
休
み
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
昨
年
度
は
、
大

会
開
催
直
前
に
県
内
の
コ

ロ
ナ
感
染
者
が
急
激
に
増

え
た
た
め
、
県
が
「
感
染

拡
大
防
止
特
別
集
中
期

間
」
を
設
定
し
、
参
加
者

の
健
康
と
安
全
を
第
一
に

考
慮
し
て
や
む
な
く
中
止

が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ

る
山
形
県
老
人
福
祉
大
会

で
は
、
県
老
連
創
立
60
周

年
を
記
念
し

て
特
別
表
彰

が
行
わ
れ
る

こ
と
と
、
新

庄
市
老
連
が

昨
年
度
出
演

し
た
動
画

「
地
域
支
え

合
い
・
友
愛

活
動
」
が
放

映
さ
れ
る
予

定
で
す
。

３
年
ぶ
り
の

　
　「
山
形
県
老
人
福
祉
大
会
」

お
知
ら
せ

全
老
連
創
立
60
周
年
記
念

　「
全
国
老
人
ク
ラ
ブ
大
会
」開
催

第 56 回山形県老人福祉大会が開催される
新庄市民文化会館

全老連創立 60 周年記念全国老人クラブ大会が
開催される「国技館」

きららクラブ山形5 第34号
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き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

は
、『
地
域
支
え
合
い
・

友
愛
活
動
』
の
初
の
オ
リ

ジ
ナ
ル
動
画
を
現
在
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ

ｂ
ｅ
（
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
）

で
公
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
動
画
は
、
老
人
ク

ラ
ブ
が
取
り
組
む
『
地
域

支
え
合
い
・
友
愛
活
動
』

と
は
ど
ん
な
も
の
か
、
目

で
見
て
理
解
し
て
も
ら
う

た
め
の
啓
発
動
画
で
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
今
ま
で

で
き
た
こ
と
が
だ
ん
だ
ん

で
き
な
く
な
っ
た
り
、
高

齢
者
世
帯
や

独
り
暮
ら
し

に
な
っ
て
感

じ
る
「
不
便

な
こ
と
」「
困

り
ご
と
」
を

老
人
ク
ラ
ブ

の
仲
間
同
士

や
地
域
高
齢

者
が
相
互
に
支
え
合
う
こ

と
で
問
題
が
解
決
す
る
場

合
も
あ
る
、
そ
の
時
に
支

援
す
る
側
・
さ
れ
る
側
が

心
得
て
お
く
こ
と
を
動
画

に
し
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

出
演
者
は
、
新
庄
市
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会

「
き
ら
ら
歌
謡
団
」

の
メ
ン
バ
ー
で
、

多
様
な
生
活
支
援

の
「
ゴ
ミ
出
し
支

援
」
と
冬
の
山
形

で
最
も
必
要
と
さ

れ
る
「
簡
単
な
除

雪
支
援
」
を
新
庄

弁
で
熱
演
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。

　
「
ゴ
ミ
出
し
支

援
」
の
ダ
メ
バ
ー

ジ
ョ
ン
を
演
じ
た

新
庄
市
老
連
女

ホームページで動画公開中♬

これが
友愛活動なのね

うちもやって
みようかな

みなさん、もうご覧になりましたか？

性
委
員
長
の
佐
藤
賀
志
子

さ
ん
は
、「
悪
役
を
演
じ

る
の
が
と
て
も
お
も
し
ろ

か
っ
た
！　

で
も
、
カ
メ

ラ
を
意
識
し
過
ぎ
て
カ
メ

ラ
目
線
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
を
何
度
も
注
意
さ
れ

て
演
技
の
難
し
さ
を
改
め

て
知
り
ま
し
た
」
と
の
こ

と
。「
簡
単
な
除
雪
支
援
」

で
は
、
電
話
で
会
話
す
る

シ
ー
ン
で
、
実
際
に
演
者

同
士
が
電
話
で
会
話
し
て

撮
影
し
た
り
、
雪
が
な
い

と
こ
ろ
に
除
雪
機
を
使
っ

て
雪
が
積
も
る
よ
う
に
ば

ら
ま
く
な
ど
動
画
に
は
出

て
こ
な
い
苦
労
話
も
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

　

老
人
ク
ラ
ブ
の
地
域
支

え
合
い
活
動
の
お
手
本
と

し
て
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。 佐藤賀志子さんのリハーサル風景

きららクラブ山形の
『地域支え合い・友愛活動』動画を
ぜひご覧ください！
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パソコン編

ト
ッ
プ
画
面

『
活
動
紹
介
』
画
面

パ
ソ
コ
ン

検
索
画
面
２

➡

➡

➡

パ
ソ
コ
ン

検
索
画
面
１

①①

②②

③③

④④

文字を入力する

ここを選び
クリック

ここをクリック

スマートフォン編

トップ画面 『老人クラブとは』画面

スマートフォン
検索画面1

①①

③③

②②

④④

スマートフォン
検索画面2

➡
➡

➡

文字を入力する

ここをタッチ

ここをタッチ

➡

こ
こ
を
タ
ッ
チ

パソコンやスマートフォンを使って、きららクラブ山形ホームページを検索してみましょう。
「地域支え合い・友愛活動」や「やまがたの郷土料理」の動画も見ることができますよ！
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調理撮影協力者
地域名（区分） 料理名 協力者名

村山
山菜昆布巻き 橘内　正子、木村美千代、井場　時子、古沢　慶介
ひっぱりうどん 青栁フヂ子、村山市老連女性部

最上
からかい煮

佐藤賀志子、青柳　好子、矢口　　實、押切　　守
がっき煮（すじ煮込み）

置賜
ひょう干しの煮物

須藤のり子、近野こみち、我妻由美子
打ち豆の冷や汁

庄内
寒鱈汁（どんがら汁） 亀谷千代子、鈴木のぶ子、峯田　艶子
納豆汁 齋藤　良子、阿部　静子、西田不二郎

伝承料理
笹巻き 亀谷千代子、鈴木のぶ子、志鎌　房雄
しそ巻き 亀谷千代子、鈴木のぶ子、峯田　艶子

14 15

しそ巻きしそ巻き

伝えたい　伝承の味伝えたい　伝承の味
笹巻き笹巻き

　新しい笹の葉が大きくな
る5月末から6月にかけて
作る笹巻きは、防腐性や抗
菌性があるため保存食とし
て県民に親しまれている。

① 笹の葉１枚を三角の筒状に
する

② もち米を２／３ほど入れ、
余った部分でふたをする

③ ２枚目の笹の葉で②を包み込③ ２枚目の笹の葉で②を包み込
むように巻くむように巻く

④ い草の 20cm 程のところ
を左手の親指で三角の中心
で押さえる

⑥ い草を中心から横に１回、縦
に２回、後ろの方に回し、中
心で結ぶ

⑤ 一角の後ろを通し、手前に
持ってきて、もう一度輪を描
くように巻く

調理工程（調理時間：２時間）

① 味噌に砂糖を入れ、だんご粉
を２～３回に分け入れる

② だんご粉が混ざりにくい場合
は、酒を少量入れて混ぜ合わ
せ、くるみ、ごまを入れて耳
たぶ程の柔らかさにする

③ ②を薄さ１cm弱程、幅２～
３cmの棒状にし、１本が７
～10㎜になるよう切り分け
ておく

④ ③をしそに巻き、２～３個
をつまようじに串刺しにし
ておく

⑥ 低めの温度で片面１分ずつ揚
げ、揚がったらよく油を切っ
て出来上がり

⑤ 揚げ鍋にしそ巻きが浸るくら
いの油を入れる

調理工程（調理時間：２時間）

　夏に収穫された青じその保
存食の一品。カリッと揚がっ
たしその葉と中の甘味噌が、
ご飯との相性バツグンで夏バ
テ予防にも最適である。

もち米もち米・・・・・・・・・・3合3合
笹の葉笹の葉・・・・・・・・ 40枚40 枚
い草い草・・・・・・・・・・ 20本20 本
きな粉きな粉・・・・・・・・・・60g60g
砂糖砂糖・・・・・・・・・・・・30g30g
塩塩・・・・・・・・・・・・ 少量少量

材材　料料
（4～ 5人分）（4～ 5人分）

しその葉しその葉・・・・・・ 50枚50 枚
味噌味噌・・・・・・・・・・・・50g50g
砂糖砂糖・・・・・・・・・・・・50g50g
くるみくるみ・・・・・・・・・・20g20g
ごまごま・・・・・・・・・・・・10g10g
だんご粉だんご粉・・・・・・・・50g50g
サラダ油サラダ油・・・・・・ 適量適量
酒酒・・・・・・・・・・・・ 適量適量

材材　料料
（4～ 5人分）（4～ 5人分）

●熱　　　量 　397kcal
●タンパク質 　10.4g
●脂　　　質 　4.2g
●炭 水 化 物 　81.2g
●食塩相当量 　0.2g
●カルシウム 　28mg

栄養成分表示（1人分当たり）栄養成分表示（1人分当たり）
● 熱　　　量 　163kcal
● タンパク質 　2.9g
● 脂　　　質 　7.9g
● 炭水化物 　21.3g
● 食塩相当量 　1.2g
● カルシウム 　37mg

栄養成分表示（1人分当たり）栄養成分表示（1人分当たり）

仕込み作業
もち米は一晩水につけておき、
調理前にザルにあげ水を切る。
笹の葉は熱湯にくぐらせ、ザル
に広げて水気を切る。い草は１
ｍ程の長さに切っておく。

⑦ 数個作ったら⑦ 数個作ったら大きな鍋にお湯を沸かし、笹巻きが全部浸るように入大きな鍋にお湯を沸かし、笹巻きが全部浸るように入
れる。おとしぶたをした後、鍋にふたをして約１時間茹でるれる。おとしぶたをした後、鍋にふたをして約１時間茹でる
⑧ 茹で上がったら重ならないようにザルに上げ冷ます⑧ 茹で上がったら重ならないようにザルに上げ冷ます
食べ方：きな粉に砂糖と塩を入れ混ぜ合わせ、笹の葉をむいてつけて食べる食べ方：きな粉に砂糖と塩を入れ混ぜ合わせ、笹の葉をむいてつけて食べる

仕込み作業
しその葉を水でよく洗い、キッ
チンペーパーで水分を拭き取
る。

【伝えたい伝承の味】
次世代に継げていきたい手法を
わかりやすく記載しました。 2

　特徴
　置賜の芋煮は、ごぼうや大根などの根菜類が入るのが特徴。醤油
仕立てで、根菜類の香りと甘みが食欲をかきたてます。
　調理方法

っぎちで手に大口一、根大とうぼごに初最 ①
たこんにゃくを煮る

る煮てれ入を油醤の量少と芋里、に次 ②
、れいを類このきと肉牛らたえ煮が芋 ③ 酒と

みりんを大さじ2ずつ、砂糖大さじ1.5を
入れ醤油で味付けする
④最後にネギを入れ完成

庄内地域

　家族や友人たちと秋晴れの河原で芋煮
を作ってみんなで食べる…。これが山形
の秋の風物詩『芋煮会』。
　山形の芋煮は、地域によって材料や呼
び方、調理方法が異なり、それぞれの特
徴があります。
　ここでは、おらほ（私たち）の自慢の
芋煮をご紹介します。

おらほの「芋煮」自慢

置賜地域

　特徴
山形では珍しい “味噌仕立て ”で、豚肉を入れる芋煮です。人参

や油揚げ（厚揚げ）などが入り、風味はまろやか、彩りが豊かです。
　調理方法

大にちぎり茹でこぼす
れ入を参人、くゃにんこ、芋りどらか、り張を湯おに鍋のめき大 ②

芋がやわらかくなるまで煮る
の量少とあたれ入を肉豚 ③ だし汁と酒

大さじ２を入れ、味噌を130gほど
入れる（味を見て味噌を足しても良
い）最後に斜め切りにしたネギを入
れて出来上がり

からどり芋 ・・・ 500g
豚肉（バラ） ・・・ 200g
人参 ・・・・・・・ 1本
油揚げ（厚揚げ） ・・ 1枚
こんにゃく ・・・・ 1枚
長ネギ ・・・・ 1～ 2本

里芋 ・・・・・・・ 650g
牛肉（バラ） ・・・・ 280g
こんにゃく ・・・・・1枚
長ネギ ・・・・ 1～ 2本
きのこ（舞茸） ・・・ 140g
ごぼう ・・・・・・1/2 本
大根 ・・・・・・・1/3 本　

熱 量 420kcal
たんぱく質 18.9g
脂 質 24.8g
炭 水 化 物 34.5g
食塩相当量 2.8g
カルシウム 257mg

熱 量 429kcal
たんぱく質 11.6g
脂 質 28.4g
炭 水 化 物 36.5g
食塩相当量 3g
カルシウム 83mg

栄養成分表示
（1人分当たり）

栄養成分表示
（1人分当たり）

3

　特徴
　里芋と牛肉、こんにゃく、長ネ
ギ…これさえあれば “山形芋煮 ”は作れるというほど材料はシンプル
なのが特徴。
　日本酒を入れることで味がすっきりして、だし醤油との相性もバ
ツグン！　芋煮を食べ終わった残り汁にうどんを入れて食べるのも
最高です。
　調理方法

ったを湯おに鍋のめき大はたま鍋の用煮芋 ①
ぷり入れ、里芋とこんにゃくを煮る

、らたっなくから柔が芋 ② 砂糖大さじ２、日本
酒大さじ３、甘みのあるだし醤油大さじ５を
入れ味を調える

長で前寸る通が火に肉、れ入を肉牛に後最 ③
ネギを入れ火を止めて完成

　家族や友人たちと秋晴れの河原で芋煮
を作ってみんなで食べる…。これが山形
の秋の風物詩『芋煮会』。
　山形の芋煮は、地域によって材料や呼
び方、調理方法が異なり、それぞれの特
徴があります。
　ここでは、おらほ（私たち）の自慢の
芋煮をご紹介します。

おらほの「芋煮」自慢

村山地域

最上地域

　特徴
　最上地区の中心部の新庄市では「芋の子汁」として親しまれる芋煮。
　親芋に対し子どもになる小さな芋を使うため、そう呼ばれたとさ
れています。しめじや舞茸などのキノコ類を入れるのも特徴です。
　調理方法

り茹でこぼす
柔が芋れ入をくゃにんこ、芋里に鍋いき大 ②

らかくなるまで煮る
③ 酒大さじ２、砂糖大さじ２、みりん大さじ
1を入れ、甘みのあるだし醤油を大さじ 4
～ 5入れ煮る

を味らたった煮、れ入を茸舞はたまじめし ④
調えて最後に長ネギを入れて完成

里芋・・・・・・・・ 600g
牛肉（芋煮用） ・・・ 300g
こんにゃく・・・・・・ 1枚
しめじまたは舞茸・・・ 1枚
長ネギ・・・・・・１～２本

里芋・・・・・・・・ 650g
牛肉・・・・・・・・ 300g
こんにゃく・・・・・・ 1枚
長ネギ・・・・・・１～２本

熱 量 422kcal
たんぱく質 11.2g
脂 質 30.4g
炭 水 化 物 31.9g
食塩相当量 1.5g
カルシウム 57mg

熱 量 411kcal
たんぱく質 10g
脂 質 30.2g
炭 水 化 物 29.4g
食塩相当量 1.5g
カルシウム 58mg

栄養成分表示
（1人分当たり）

栄養成分表示
（1人分当たり）

【おらほの「芋煮」自慢】
地域によって味付けや具材が異なる
「芋煮」を紹介しています。

「伝えたい地域自慢　やまがたの郷土料理レシピ集・動画記録」「伝えたい地域自慢　やまがたの郷土料理レシピ集・動画記録」
完成しました！完成しました！
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きららクラ
ブ山形

きららクラ
ブ山形

（一般社団
法人山形県

老人クラブ
連合会）

（一般社団
法人山形県

老人クラブ
連合会）

山形県老人
クラブ連合

会
山形県老人

クラブ連合
会

創立創立60周年60周年記念記念

やまがたのやまがたの

郷土料理
レシピ集

郷土料理
レシピ集

伝えたい
地域自慢

伝えたい
地域自慢

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
山
形

女
性
委
員
会
が
取
り
組
む

女
性
委
員
会
が
取
り
組
む

　県老連は創立60周年を迎え、その記念事業として女性委員会が取り組む「伝えたい地域自慢　やまが
たの郷土料理レシピ集・動画記録」の制作に昨年度から着手してまいりました。市町村老連の女性代表
および女性会員に「地域自慢の料理」のアンケート調査を行い、その中から10品の郷土料理を厳選しま
した。コロナ禍ではありましたが、各地区の女性委員会常任委員の方々を中心に調理撮影のご協力をい
ただき、公益社団法人山形県栄養士会監修のもと、レシピ集と動画を完成させることができました。
　調理する側も撮影する側も初めての試みではありましたが、不慣れながらも終始楽しくほのぼのとし
た雰囲気で撮影することができました。
　レシピ集は、各市町村老連事務局を通して各単位クラブ3冊ずつの配布をさせていただきました。ま
た、レシピ集と動画は「きららクラブ山形ホームページ」にも順次掲載してまいりますので、今回の
「陽だまり第34号の7ページ」を参考にし、ぜひご覧になってください。

県老連創立60周年
記念事業

女性委員会

調理撮影の様子

▶︎
完
成
し
た
レ
シ
ピ
集

手に取りやすいB5サ
イズ

に仕上げました

「伝えたい地域自慢　やまがたの郷土料理レシピ集・動画記録」「伝えたい地域自慢　やまがたの郷土料理レシピ集・動画記録」
完成しました！完成しました！
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　元気で活発なクラブ活動や老人クラブのサロン活動、自慢したいクラ
ブや面白くてユニークなクラブ活動などの情報を募集しております。
　自薦他薦は問いません。掲載したい単位クラブまたは市町村老連はご
連絡ください。

きららクラブ山形 ( 担当：富樫 )　☎ 023-622-5601　FAX:023-622-5606
Eメール:yrouren@poplar.ocn.ne.jp

に載ってみませんか？陽 だ ま り

【令和４年度高齢者保養施設】
温泉地 施設名 住所 電話番号

蔵王温泉 名湯リゾート　ルーセントタカミヤ 〒 990-2301
山形市蔵王温泉 942 023-694-9135

鳥海温泉 鳥海自然文化館　湯楽里 〒 999-8521
遊佐町吹浦字西浜 2-76 0234-77-3711

大石田温泉 あったまりランド深堀　虹の館 〒 999-4134
大石田町大字豊田 884-1 0237-35-5353

小野川温泉 湯杜　匠味庵　山川 〒 992-0076
米沢市小野川町 2436 0238-32-2811

中山平温泉 鳴子やすらぎ荘 〒 989-6832
宮城県大崎市鳴子温泉字星沼 18-2 0229-87-2121

今年度は、県内 4施設、県外 1施設と提携しました。
皆様のご利用をお待ちしております。
タブレット、スマートフォンをお持ちの方は、右のＱＲコードをご覧ください。

きららクラ
ブ山形提携施設を活用しましょう！きららクラ
ブ山形提携施設を活用しましょう！
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【
令
和
３
年
度
賛
助
会
員
】

◆
個
人
会
員

須
藤　

晃
司
（
天
童
市
）、
矢
口　
　

實
（
新
庄
市
）

木
村　

勝
男
（
飯
豊
町
）、
柿
﨑　

繁
雄
（
大
蔵
村
）

佐
藤　
　

寛
（
真
室
川
町
）、
亀
谷
千
代
子
（
山
形
市
）

髙
橋　
　

潔
（
寒
河
江
市
）、
長
谷
川
清
美
（
鶴
岡
市
）

岸
部　
　

滋
（
山
辺
町
）、
笠
原　
　

壽
（
山
辺
町
）

今
野　
　

誠
（
山
辺
町
）、
鈴
木　

良
一
（
山
辺
町
）

�

（
12
名
）

◆
企
業
・
団
体
会
員

株
式
会
社
博
報
社
関
東
本
社
、
特
定
非
営
利
活
動
法

人
フ
レ
ン
ド
リ
ー
情
報
セ
ン
タ
ー
、
日
本
ワ
ナ
ゲ
協

会
、
マ
イ
サ
ン
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
合
同
会
社
、
Ａ

Ｉ
Ｓ
Ｏ
Ｈ
Ｏ
株
式
会
社
、
株
式
会
社
サ
ン
ラ
ッ
キ
ー
、

天
童
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
鶴
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
鶴
岡
支
部
、
名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

仙
台
支
店
、株
式
会
社
メ
コ
ム
、株
式
会
社
ニ
チ
コ
ミ
、

山
形
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
大
江
町
老
人
ク
ラ
ブ

連
合
会
、
舟
形
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会�

�

（
14
団
体
）

　

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
賛
助
会
員
の
拡
充
を
目
指
し
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
お
力
添
え
を
お
願
い
申
し
あ

げ
ま
す
。

賛
助
会
員
の
ご
案
内

賛
助
会
員
の
ご
案
内

ー
賛
助
会
員
の
拡
充
を
さ
ら
に
推
進
ー

◆ 会 費 ◆
企業会員・団体会員　一口：５千円
個 人 会 員　一口：２千円
会費は、高齢者の健康づくり・介護予防推進事業や
地域支え合い等推進のために運用させていただきます。

◆ 賛助会員へのサービス ◆
（１）会報「陽だまり」の送付等を通した情報の提供
（２）会報「陽だまり」へ賛助会員名簿の掲載（※年１回）
（３）きららクラブ山形のホームページに法人名を掲載
（４）主催事業のうち必要と認める事業等の案内又は招待
（５）その他、会長が必要と認めた事項又は事業

◆ お振込み方法 ◆
（１）荘内銀行
【支　店　名】山形営業部
【種　　類】普通預金
【口座番号】051010
【口座名義人】�一般社団法人山形県老人クラブ連合会　

会長　岸
きしべ

部　滋
しげる

（２）郵便振替
【口座記号番号】02490-3-7228
【加　入　者】一般社団法人山形県老人クラブ連合会
（３）その他
山形県老連事務局までご持参ください。

賛助会員として、本会活動への賛助会員として、本会活動への
参画と支援をお願いします。参画と支援をお願いします。

事業のより一層の充実を図るため、賛助会員の制度を設けましたの
で、是非趣旨にご賛同いただきご支援、ご協力をお願いいたします。

お問い合わせ先は、きららクラブ山形
（一般社団法人山形県老人クラブ連合会）
まで

　

令
和
３
年
度
よ
り
新
た
な
財
源
と
し
て
賛
助
会
員

　

令
和
３
年
度
よ
り
新
た
な
財
源
と
し
て
賛
助
会
員

制
度
を
導
入
し
、
募
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、

制
度
を
導
入
し
、
募
集
に
取
り
組
み
ま
し
た
と
こ
ろ
、

次
の
個
人

次
の
個
人
1212
名
、
企
業
・
団
体

名
、
企
業
・
団
体
1414
団
体
よ
り
ご
支
援

団
体
よ
り
ご
支
援

い
た
だ
き
ま
し
た
。

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
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老人クラブ保険のお知らせ

老人クラブ会員に限ります。1人１口加入で年齢制限はありません。

老人クラブ会員向けに傷害保険・賠償責任保険で安心補償

①対 象：

〒100-8822  東京都千代田区霞が関３-３-２  新霞が関ビル５階

公益財団法人

〈取扱代理店〉有限会社 シニアサービス社　TEL.03-3597-8768
〈引受幹事保険会社〉 東京海上日動火災保険株式会社 医療・福祉法人部　TEL.03-3515-4143

ホームページ  http://www.senior-ltd.com/ メールアドレス  hoken@senior-ltd.com

03-3597-8770お問い合わせ
ご相談 先専用FAX 03-3597-8767加入申込書等、

資 料 請 求 先

受付時間 9：30から12：00まで〈土、日、祝祭日、年末年始休〉13：00から17：00まで

③補償範囲・掛金タイプ：

※この広告は、以下の商品についてご紹介したものです。
【老人クラブ傷害保険】
老人クラブ団体傷害保険特約付帯傷害保険・総合生活保険（傷害補償）

【老人クラブ団体賠償責任保険】
施設賠償責任保険・生産物賠償責任保険
ご加入にあたっては、必ず「パンフレット」「概要」「重要事項説明書」をよ
くお読みください。詳細は、ご契約者である団体の代表者にお渡しして
あります保険約款によりますが、ご不明な点は、代理店までお問い合わ
せください。

②保険始期月および保険期間： 年に２回の募集となります。
保険始期月
10月
4月

保険期間
10月1日午後4時から1年間
  4月1日午後4時から1年間

手続き期間（締切日厳守）
7月15日～9月15日まで
1月15日～3月15日まで

◆この保険の対象は、全国老人クラブ連合会に連なる都道府県・指定都市老連および市区町村老連に加入している単位老人クラブです。
◆全国老人クラブ連合会が契約者となり、各単位老人クラブで取りまとめて申し込む団体保険です。個人での加入手続きはできません。
◆新規加入をご希望、ご検討の際は、クラブで担当者を決めて全老連「保険係」まで資料をご請求ください。
〈資料請求受付期間〉

日常生活全般のケガを補償（新型コロナを含む※特定感染症危険補償特約付）。
自転車事故を含む個人賠償責任補償や地震・噴火・津波補償、熱中症危険補償が付いたタイプ
もあります。
老人クラブ活動中のケガを補償

2022年3月作成　21-TC11211

【 傷 害 保 険 】4月始期⇒ 1/4から2月末頃まで、10月始期⇒ 7/1から8月末頃まで
【賠償責任保険】随時受付中

◆24時間型…

◆ 活 動 型…

自分がケガをした時の保険です。（病気は対象外）傷 害 保 険

単位老人クラブ（全員加入が条件となります）　  毎年10月から1年間（中途加入可）　  1人年額100円（最低引受保険料3,000円）　  支払限度額1億円
①対 象 ③掛 金②保険期間 ④補 償

いきいき活動を
支える

賠償責任保険 他人の物を壊したり、ケガをさせた時＊1の保険。〈自分のケガは対象になりません。〉
＊１ 法律上の賠償責任が伴う対人・対物事故が対象です。

ご加入を検討しているクラブは
10 月加入に向け、募集をお願いいたします。
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オ
ー
ト
マ
チ
ッ
ク
車
の

場
合
、
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

は
右
側
に
、
ブ
レ
ー
キ
ペ

ダ
ル
は
そ
の
左
側
と
２
つ

の
ペ
ダ
ル
が
並
ん
で
配
置

さ
れ
て
お
り
、
操
作
す
る

と
き
は
右
足
だ
け
で
ア
ク

セ
ル
ペ
ダ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

ペ
ダ
ル
を
交
互
に
踏
み
替

え
な
が
ら
操
作
す
る
こ
と

が
一
般
的
で
す
。
踏
む
と

加
速
す
る
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ

ル
と
踏
む
と
止
ま
る
ブ

レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
、
全
く
逆

の
目
的
の
ペ
ダ
ル
を
踏
み

間
違
え
る
こ
と
で
事
故
に

繋
が
り
ま
す
。

●　

○　

●　

○　

●

�

ど
う
し
て
２
つ
の
ペ
ダ

ル
を
踏
み
間
違
え
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
？

　

駐
車
場
内
や
渋
滞
時
に

ブ
レ
ー
キ
と
ア
ク
セ
ル
を

細
か
く
踏
み
替
え
な
が
ら

徐
行
し
て
い
る
状
況
で

「
頻
繁
な
ペ
ダ
ル
操
作
に

混
乱
し
て
左
右
を
間
違
え

る
」
と
い
う
場
合
が
あ
り

ま
す
。

　

ま
た
「
踏
み
替
え
回
数

の
増
加
（
切
り
返
し
の
増

加
）」や
、後
進
時
に
は「
体

を
後
方
に
ひ
ね
る
」
も
要

因
で
す
。

�

な
ぜ
、
踏
み
間
違
え
た

ま
ま
加
速
し
て
し
ま
う

の
で
し
ょ
う
？

　

例
え
ば
、
あ
な
た
が
駐

車
場
に
車
を
駐
車
す
る

際
、
誤
っ
て
シ
フ
ト
レ

バ
ー
を
前
進
す
る
位
置
に

し
た
ま
ま
後
退
し
よ
う
と

し
て
ア
ク
セ
ル
を
踏
ん
だ

ら
ど
う
な
る
で
し
ょ
う
？　

後
ろ
に
進
む
は
ず
の
自
動

車
が
前
に
進
ん
で
し
ま
い

気
が
動
転
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ペ
ダ
ル
の
踏
み
間
違
え

事
故
は
、
想
定
と
は
正
反

対
の
ク
ル
マ
の
動
き
に
気

が
動
転
し
、
正
し
い
操
作

が
で
き
な
く
な
っ
た
こ
と

で
起
き
る
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。
意
図
せ
ず
ア
ク
セ

ル
を
踏
み
込
ん
で
し
ま
う

た
め
、
ク
ル
マ
が
加
速
し

た
状
態
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

を
失
う
こ
と
に
な
り
、
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
こ

と
が
多
い
の
で
す
。
こ
れ

は
、
反
射
的
に
間
違
っ
て

踏
ん
だ
ア
ク
セ
ル
ペ
ダ
ル

を
さ
ら
に
踏
ん
で
し
ま
う

こ
と
で
発
生
し
ま
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
で
は
、
意

識
と
行
為
に
ズ
レ
が
生
じ

た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
訂

正
す
る
余
裕
は
ド
ラ
イ

バ
ー
に
は
ほ
と
ん
ど
あ

り
ま
せ
ん
。「
ブ
レ
ー
キ

を
踏
ん
だ
の
に
加
速
し

た
！
」
と
い
う
証
言
は
、

主
に
こ
う
し
た
事
象
が
原

因
で
す
。

�

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ

の
踏
み
間
違
い
事
故
を

防
ぐ
方
法
は
？

　

障
害
物
を
セ
ン
サ
ー
や

カ
メ
ラ
な
ど
で
検
知
し
、

衝
突
す
る
恐
れ
が
あ
る
と

判
断
す
る
と

エ
ン
ジ
ン
や

ブ
レ
ー
キ
を

自
動
制
御

す
る
「
衝
突

被
害
軽
減
ブ

レ
ー
キ
」
や
障
害
物
を
検

知
し
た
状
態
で
発
進
す
る

と
、
エ
ン
ジ
ン
出
力
抑
制

と
自
動
ブ
レ
ー
キ
を
か
け

る
「
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い

時
加
速
抑
制
装
置
」
な
ど

が
効
果
的
で
す
。

　

た
だ
し
、
こ
う
し
た

装
備
は
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の

う
っ
か
り
ミ
ス
を
抑
止
す

る
た
め
の
補
助
を
し
て
く

れ
ま
す
が
、
絶
対
的
な

防
止
装
置
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
安
全
運
転
は
、
あ
く

ま
で
ド
ラ
イ
バ
ー
自
身
に

委
ね
ら
れ
て
い
る
と
い
っ

て
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

発
進
・
後
退
の
際
等
は

特
に
「
ペ
ダ
ル
の
位
置
や

シ
フ
ト
レ
バ
ー
の
ポ
ジ

シ
ョ
ン
を
落
ち
つ
い
て
確

認
す
る
」
な
ど
十
分
に
注

意
し
て
操
作
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

（
一
般
社
団
法
人

　
日
本
自
動
車
連
盟　

山
形
支
部

�

柏
倉　

保
）

ト
ピ
ッ
ク
ニ
ュ
ー
ス

ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み
間
違
い
事
故

原
因
と
対
策

原
因
と
対
策
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

先生、
おしぇーでけろ！

『公式ワナゲＱ＆Ａ』

　このコーナーでは、公式ワ
ナゲの「いまさら聞けない！
いつも疑問に思うこと」をワ
ナゲの先生が特別指導をして
くれるコーナーです。

　６月８日、南陽市民体
育館で公式ワナゲ審判員
講習会が開催されました。
　参加者は 18 名、その
うち 13 名が普及員認定

チェックテストを受け、
来る６月 21 日に開催さ
れる『公式ワナゲ大会』
で審判員デビューをする
予定です。 目指せ審判員デビュー

今
回
の
質
問
者
さ
ん
は
？

質
問
者
：
Ａ
さ
ん

　

公
式
ワ
ナ
ゲ
の
練
習
会
に
参
加
し

て
い
つ
も
思
う
の
で
す
が
、
投
輪
ラ

イ
ン
は
ワ
ナ
ゲ
台
の
対
角
線
上
に
ワ

ナ
ゲ
台
と
同
じ
60�

cm
幅
に
設
置
さ
れ

て
い
る
の
に
、
投
輪
ラ
イ
ン
の
横
か

ら
出
て
輪
を
投
げ
て
い
る
人
が
い
ま

す
。
こ
れ
は
ル
ー
ル
違
反
じ
ゃ
な
い

で
す
か
？

回
答
：
ワ
ナ
ゲ
先
生

　

公
式
ワ
ナ
ゲ

で
は
、
投
輪
ラ

イ
ン
を
踏
ん
だ

り
越
え
た
り
す

る
こ
と
は
ル
ー

ル
違
反
に
な
り

ま
す
が
、
横
に
移
動
す
る
こ
と
の
制

限
は
特
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
練
習
や
競
技
会
場
に

よ
っ
て
は
、
両
隣
で
同
じ
く
競
技
を

行
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
で
、
仲

間
に
迷
惑
を
か
け
な
い
た
め
に
も
投

輪
ラ
イ
ン
が
設
置
さ
れ
て
い
る
範
囲

（
60
㎝
以
内
）
に
体
を
半
分
入
れ
て

投
輪
し
ま
し
ょ
う
。

良い事例良い事例

南陽市老連
公式ワナゲ大会に向けて
審判員を養成
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須
賀
美
由
亀
さ
ん

�

き
ら
ら
ク
ラ
ブ
金
山
（
金
山
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
）

目
指
す
は

目
指
す
は

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
連
合
会

　

誰
も
が
参
加
で
き
る
連
合
会

おらほおらほのの

事務局事務局さんさん

「
四
季
奏
で
る
ま
ち　

金
山
」

が
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
の
金
山
町
。

樹
齢
３
０
０
年
を
超
え
る
杉
の
美

林
が
有
名
で
、
地
元
の
職
人
が
立

て
る
白
壁
と
杉
板
張
り
の
家
並
み

が
き
れ
い
な
町
で
す
。
石
堤
に
流

れ
る
山
水
で
鯉
が
泳
ぐ
大
堰
を
見

な
が
ら
、
14
ク
ラ
ブ
５
５
７
名
が

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
人
口
５
０
０
０
人
ほ
ど

の
小
さ
な
町
に
あ
る
金
山
町
老
人

ク
ラ
ブ
連
合
会
が
、
今
年
度
設
立

60
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

須
賀
さ
ん
は
平
成
20
年
６
月
１

日
社
会
福
祉
協
議
会
に
入
職
し
、

そ
の
翌
年
か
ら
老
人
ク
ラ
ブ
を
担

当
し
て
い
ま
す
。
日
々
さ
ま
ざ
ま

業
務
に
当
た
る
中
、
特
に
感
動
し

た
こ
と
は
、
平
成
25
年
に
開
催
さ

れ
た
50
周
年
事
業
を
役
員
の
皆
さ

ん
と
力
を
合
わ
せ
て
行
う
こ
と
が

で
き
た
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
周
年

事
業
は
連
合
会
で
も
大
き
な
イ
ベ

ン
ト
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
成
功
さ

せ
た
こ
と
で
大
き
な
自
信
に
も
繋

が
っ
た
と
笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ

い
ま
し
た
。

こ
の
２
年
間
は
中
止
に

な
っ
た
事
業
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
野
外
で
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
交
流
は
天

候
に
も
め
ぐ
ま
れ
、
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
今
年
度
は
モ

ル
ッ
ク
も
取
り
入
れ
る
予
定

を
し
て
い
ま
す
。

平
成
25
年
度
か
ら
は
「
若

手
委
員
会
」、
平
成
27
年
度

か
ら
は
「
女
性
委
員
会
」
を

設
立
し
て
活
発
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
会
員
の

方
々
の
い
ろ
い
ろ
な
知
識
や
知
恵

を
生
か
し
、「
自
立
し
た
老
人
ク
ラ

ブ
」
と
「
誰
も
が
参
加
し
た
く
な

る
連
合
会
」
を
目
指
し
て
奮
闘
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
、
と
抱

負
を
語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。会員さんと協力しながら尽力中
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私たちはきららクラブ山形の活動を応援しています《南部版》

本紙発行に際しまして、ご協賛いただきましたスポンサー各位に対し、厚く御礼申し上げます。
今後も倍旧の御厚誼を賜りますようお願い申し上げます。�スポンサーへの御礼

　「新しい生活様式」を取り入れながら、人と地域
のつながりを見つけ、ともに支え助け合う社会づ
くりに向けて、仲間づくりを進めていきましょう！

期間  令和４年９月７日（水）
場所  新庄市民文化会館
参加対象および人員  老人クラブ会員・役職員、

社会福祉関係および大会に関心のある県民800名
（被表彰者を含む）

参加申込・お問合せは、各市町村老人クラブ連合
会事務局または県老人クラブ連合会事務局まで。

第56回山形県老人福祉大会第56回山形県老人福祉大会

前回大会の様子

「
老
人
ク
ラ
ブ
事
務
お
助
け

隊
」
の
専
任
職
員
と
し
て
県
老

連
事
務
局
に
新
人
さ
ん
が
入
っ

て
き
ま
し
た
。

新
人
さ
ん
と
い
っ
て
も
事
務

や
経
理
は
ベ
テ
ラ
ン
で
、
パ
ソ

コ
ン
操
作
も
お
手
の
物
、
社
会

保
険
の
手
続
き
な
ど
の
知
識
に

も
優
れ
、
新
た
な
職
場
に
慣
れ

な
い
な
が
ら
も
次
々
と
事
務
を

こ
な
し
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
見
て
私
が
県
老
連
に
入
職

し
た
頃
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

私
が
新
人
の
頃
は
、
ま
だ
仕
事

は
目
で
見
て
覚
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
も
多
く
、
わ
か
ら

な
い
こ
と
を
「
わ
か
ら
な
い
の

で
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
言
う

こ
と
も
で
き
ず
、
ぐ
ず
ぐ
ず
と

後
回
し
に
し
た
り
、
誰
か
に
頼
っ

て
物
事
を
ち
ゃ
ん
と
覚
え
る
こ

と
が
で
き
ず
後
悔
す
る
こ
と
も
。

今
思
え
ば
も
し
あ
の
時
、「
わ

か
ら
な
い
」
と
言
え
て
い
た
ら
、

も
っ
と
仕
事
に
自
信
を
持
て
た

は
ず
。
私
は
新
人
さ
ん
が
入
る
た

び
に
「
わ
か
ら
な
い
と
き
は
遠
慮

な
く
何
で
も
聞
い
て
く
だ
さ
い
」

と
一
番
初
め
に
伝
え
て
い
ま
す
。

ま
た
事
務
局
内
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
大
切
に
し
て
、

職
員
同
士
の
信
頼
関
係
を
深
め
、

「
こ
こ
に
勤
め
て
良
か
っ
た
」
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
職
場

づ
く
り
を
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。�

（
歩
美
）

編編  

集集  

後後  

記記

か ら のか ら のおしらせおしらせきき らら らら クラブクラブ 山山 形形  

第15回公式ワナゲ交流大会第15回公式ワナゲ交流大会
期間  令和４年10月７日（金）
場所  山形市ヒルズサンピア山形「体育館」
チーム編成  １チームにつき選手3名、補欠2名

まで

参加の申込は、開催要綱が整い
次第、各市町村老連事務局へ出
場枠を設定し通知いたします。
（7月上旬を予定）
市町村老連で参加を取りまとめ
お申込みください。優勝は誰の手に

きららクラブ山形 16第34号

第34号
令和4年６月

きららクラブ山形
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